PROGRAM　説明書

緊急用書き換え

１　ＣＨ－ＷＲスイッチを　CHに倒しCL　（グリーンランプ点燈）

２　６、ＥＮＴ　で　ＲＭ　選択

３　1、０、０、１、ＥＮＴ

４　１、０、９、９、ＥＮＴ

５　１、ＥＮＴ

６　これで　プログラムが1番から99番まで入りました。

操作の手順を間違わないよう。

続いて、マニュアル　１，２　の書き換えを行います。

１　ＣＨ－ＷＲスイッチを　ＷＲに倒しCL　（レッドランプ点燈）

２　ＰＲＯＧＲＡＭ　番号の入力で　０、ＥＮＴ　

３　タイトルは飛ばすため　ＥＮＴ、を押す

４　温度（スタート温度　ＭＡＮＵＡＬ１）を入れます、たとえば500度であれば５、０、０、ＥＮＴ

５　ＲＡＴＥ　を入力、４０度／1分であれば　４、０、ＥＮＴ

６　命令を入力、何もなければ、ＣＥ、ＥＮＴ、ＥＮＴと押します。

７　続いてＭＡＮＵＡＲＵ２の温度を設定します、

８　温度（焼成温度　ＭＡＮＵＡＬ２）を入れます、たとえば９00度であれば９、０、

0、 ＥＮＴ

９　ＲＡＴＥ　を入力、５５度／1分であれば　５、５、ＥＮＴ

１０　命令を入力、ここで終了ですから、４、ＥＮＴ　と入力、確定でさらに、ＥＮＴを押します。

１１　最後に除令値の設定です、必要なければ０分で、ＣＥを押してから０、ＥＮＴしてください

１２　ＯＫであればＥＮＴＫＥＹが出たら、ＥＮＴすれば終了です。

ＭＥＭＯＲＹが書き換えられました。

ＣＨ－ＷＲスイッチを　中立の位置に戻し、CL　キー（ランプ消燈）

